
平成２９年度

第２回大分県自立支援協議会

日 時：平成３０年２月２６日（月）

場 所：大分県市町村会館 ６１会議室

大分県福祉保健部障害福祉課



議 題

１ 平成２９年度大分県自立支援協議会部会の活動報告について・・・・・ １

２ 平成３０年度の取組について ・・・・・・・・ ６

３ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２



議題１

平成29年度大分県自立支援協議会部会の活動報告

について

-1-



平成 29 年度 相談支援・研修部会の取組 
 

目 的 

  
障がい者（児）へのきめ細かい相談支援体制の確保のため、個々の相談支援事業者の

知識・技術等を向上させる継続的な人材育成の方策及び市町村の相談支援体制に対する

支援方策等について検討を行い、障がい者等の抱える課題の解決や適切なサービス利用

を推進する。 
 

 
構成員 

 
メンバー：8 名 
 （所属：各圏域相談支援従事者、県委託研修事業担当者） 
 

H29 年度 
事業実績 

 
【検討経過】 
第 1回（H29.4.28） 

 ・県内アドバイザー派遣事業要綱作成について 
 ・相談支援従事者の人材育成のあり方について 
 
第２回（H29.7.14） 

 ・市町村自立支援協議会相談部会の活性化について 
 ・大分県相談支援従事者の研修状況について 
 
第３回（H30.1.26） 

 ・平成 29 年度の活動報告について 
 ・平成 30 年度の取組について 
 
【協議内容】 
○県内アドバイザー事業について 
 ・実施要綱を作成し、アドバイザーを４市に派遣した。由布市、豊後大野市、国東

市、宇佐市に派遣。（別紙）  
○相談支援従事者の人材育成のあり方について 
 ・相談支援従事者初任者・現任者研修及びサービス管理責任者等研修会のカリキュ

ラム改正について確認。 
 ・相談支援従事者指導者養成研修の派遣候補者の要件を確定。 
  ファシリテーター養成研修を受講し、相談支援の研修でファシリテーターを行っ

た者  
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平成２９年度アドバイザー派遣について 

 ○ 由布市自立支援協議会【平成２９年８月３０日（水）】14:00～ 

   事前打合せ ７月３１日、８月２１日  ３回（打合せ２回、派遣１回） 

派遣アドバイザー ： 首藤 辰也アドバイザー 

               石川 博一アドバイザー 

    依頼内容 ： 協議会の運営支援、協議会の活性化を図るため 

支援内容 ： 全体会、部会委員及び事業所に対する研修 

          ・「自立支援協議会ってなあに？～宇佐市・別府市の取組」 

・意見交換会「あったらいいな！」 

    参加者  ：４４名 

 

○ 豊後大野市自立支援協議会【平成２９年９月２８日（木）】14:00～ 

派遣アドバイザー ： 宮迫 賢太郎アドバイザー  

（ロイヤルクリーナー株式会社リファイン大分代表取締役） 

依頼内容 ： 障がい者の就労の学習を行うため 

支援内容 ： 在宅・当事者部会成人の部学習会・「障がい者の就労」 

    参加者  ： ２１名 

 

○ 国東市自立支援協議会【平成２９年１２月２０日（水）】14:00～ 

  事前打合せ ９月２６日、１０月２６日 ３回（打合せ２回、派遣１回） 

派遣アドバイザー ： 首藤 辰也アドバイザー 

               石川 博一アドバイザー 

依頼内容 ： 協議会の運営支援、課題解決に向けた取組方法 

支援内容 ： 定例会における研修 

      ・「ともに生きるネットワーク 宇佐市自立支援協議会」 

      ・「別府市自立支援協議会の取組」 

参加者  ：２０名 

 

○ 宇佐市自立支援協議会【平成３０年１月１９日（金）】15:00～ 

  事前打合せ １月１１日 ２回（打合せ１回、派遣１回） 

派遣アドバイザー ： 首藤 辰也アドバイザー 

依頼内容 ： 地域生活支援拠点整備に向けてのスキルアップ 

支援内容 ： 「地域生活支援拠点整備」に係る北部圏域合同研修会 

      ・「地域生活支援拠点整備について 別府市の取組」 

参加者  ：３５名 

別紙 
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平成 29 年度 地域移行専門部会の取組 
 

目 的 

  
障害者支援施設や精神科病院等からの地域移行に関する、諸課題の把握や対応昨等を

検討し、障がい者の地域移行及び地域定着を推進する。 
 

 
構成員 

 
メンバー：10 名 
 （所属：医師、精神保健福祉士、相談支援専門員、施設担当者（身体・知的・精神担

当、触法障がい者の支援担当者、保健所担当者、市町村担当者） 
 

H29 年度 
事業実績 

 
【検討経過】 
第 1回（H29.10.23） 

 ・今後の取組方針について 
 ・大分県障がい者福祉計画（第４期）平成 28 年度実績報告及び大分県障がい福祉計 

画（第５期）について 
 ・地域移行・地域定着についての意見交換 
 
第２回（H30.2.6） 

 ・平成 29 年度活動報告について 
 ・平成 30 年度の取組について 
 
【協議内容】 
・地域移行・地域定着事例集の作成 
・大分県障がい福祉計画（第４期）平成 28 年度実績報告及び大分県障がい福祉計画 
（第５期）骨子案について 
・地域移行・地域定着について意見交換 
 関係機関との連携について 
 住宅確保の問題について 
・新たな住宅セーフティネット制度について 
 登録住宅制度、家賃債務保証制度について 
 他県の取組事例について 
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平成 29 年度 精神障がい者地域移行ワーキングの取組 
 

目 的 

  
精神科病院に入院している精神障がい者の地域移行及び地域定着の促進、並びに精神障

がい者が地域で安心して暮らせる体制の整備について検討を行い、地域移行及び地域定

着を推進する。 
 

 
構成員 

 
メンバー：11 名 
 （所属：精神科病院、相談支援事業所、 

市町村、保健所、こころとからだの相談支援センター） 
 

H29 年度 
事業実績 

 
【検討経過】 
第 1回（H29.7.27） 

 29 年度ワーキングでの取組についての検討 
 
第 2回（H29.9.26） 

  ・ピアサポーターの養成に向けた協議 
 ・地域相談支援の充実に向けて、相談支援専門員等を対象とした研修等の企画 
 

第 3 回（H30.1.26） 

 30 年度の取組について検討 
 ・平成 29 年度 630 調査の結果について 
 
【成果】 
  ・ピアサポーターの養成に向けた意見交換を行い、目的や活動内容等養成に向けた体 

制づくりを行った。 
・地域相談の充実に向け、ワーキングメンバーを講師とした地域移行支援・定着支援

の促進研修が企画できた。 
・その他、ワーキングメンバーが精神科病院出張研修の講師となり地域の支援体制に

ついて病院職員へ情報提供を行った。 
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議題２

平成30年度の取組について
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平成 30 年度 相談支援・研修部会の取組 
 

H30 年度 
事業計画 
（予定） 

○圏域会議の開催 
・広域の連携を深めるため、６圏域において市町村担当者を含めた圏域会議を開催

する。 
○県内アドバイザー事業について 
 ・各市町村のニーズを受けて自立支援協議会の活性化に向けアドバイザー派遣を行

う。 
○相談支援従事者の人材育成のあり方について 
 ・相談支援従事者の知識・技術向上のため人材育成について検討する。  

 
平成 30 年度 地域移行専門部会の取組 

 

H30 年度 
事業計画 
（予定） 

 
〇地域移行・地域定着アドバイザー 
・地域移行・地域定着を推進するため支援経験が豊富な相談支援専門員を地域移行・

地域定着のアドバイザーとして登録 
〇精神障がい者地域移行ワーキングとの連携 
・ワーキングによる居住の場の確保に向けたアンケート調査の検討 
〇居住支援協議会との連携 
・住宅確保の課題検討のため居住支援協議会と連携 
 

 
平成 30 年度 精神障がい者地域移行ワーキングの取組 

 

H30 年度 
事業計画 
（予定） 

 
 
・精神科病院との意見交換会を通じた病院との連携強化 
・地域相談支援の充実に向けて、相談支援専門員等を対象とした研修等の企画 
・居住の場の確保に向けたアンケート調査を通じた実態把握 
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別府市 別紙資料参照

杵築市 ・来年度以降、保健・医療・福祉・介護検討会議で検討していく。

国東市 ・未定

姫島村 　－

日出町 ・来年度以降、自立支援協議会の場等を利用し検討していく予定。

大分市 別紙資料参照

臼杵市
・自立支援協議会の中では面的整備で行うことになるだろうという話が出ている。
・今後、検討していく予定。

津久見市
・今後、自立支援協議会等で検討していく予定。
・単独では難しいので他市と連携しながら検討していく。

由布市 ・今後検討していく予定

南
部
佐伯市

・佐伯市障がい者相談支援センター（和楽）を中心に各事業所が連携してやっており、面的整備にお
いて対応できている。H27に和楽に集約した。
・一般相談支援事業所から身体・知的・精神、各１名ずつ対応。携帯電話で２４時間対応。

竹田市 ・未定

豊後大野市 ・来年度以降、自立支援協議会の場等を利用し検討していく予定。

日田市
・4月1日からサービス開始予定の「生活介護そら」「GH、短期入所あゆ」を拠点として整備。まずは重
症の方に対応し、今後随時機能を追加していく予定。
・自立支援協議会、施設長会等を利用し検討している。

九重町
・来年度以降、玖珠町と検討していく予定。
・自立支援協議会で検討していく。

玖珠町
・来年度以降、九重町と検討していく予定。
・自立支援協議会で検討していく。

北
部

豊後高田市
宇佐市
中津市

・北部圏域として３市で拠点整備予定。
・市と３市の相談支援専門員等と検討していく予定。

中
部

豊
肥

西
部

地域生活支援拠点整備の状況

圏域 市町村 状況等

東
部

-11-



議題３

その他
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平成２９年度市町村自立支援協議会の課題 （Ｈ２９.４月調査）

〇大分市 地域生活支援拠点等整備推進（モデル）事業について【協議会】
児童発達支援事業所、保健所、家庭等の意見交換の場、専門的な立場から助
言を行う機会をもつこと【子ども部会】
障がい者や家族等からの市で受けた相談事例の共有【差別解消推進部会】

〇別府市 介護支援専門員との連携に係る協議 【実務担当者会議】
地域生活支援拠点整備に向けた相談支援機能の充実【地域生活支援部会】

〇中津市 住居の保証人問題、親なき後問題について 【地域生活支援部会】
サービス利用者の余暇支援等について 【就労支援部会】

〇日田市 障がい者雇用促進、雇用の場の確保【就労部会】
配慮が必要な障がい児者の医療機関受診環境の整備について【子ども部会】

〇佐伯市 障がい者余暇活動の場の提供 【地域生活支援部会兼合同部会】
ＪＲ佐伯駅のバリアフリー化について 【権利擁護・虐待防止部会】

〇臼杵市 介護保険との連携【相談支援部会】
障がい児者に対する地域の理解 【児童部会】

〇竹田市 移動、移送問題 【就労支援部会、地域生活支援部会】

〇豊後高田市 地域移行の推進 【地域生活支援部会】
工賃向上【就労支援部会】

〇杵築市 障害者差別解消法及び大分県づくり条例を踏まえた杵築市条例の制定に向
けた意見集約【各専門部会】

〇宇佐市 居住サポート、移動支援、災害時の要援護者対策【地域生活支援部会】
一般企業との連携 【就労支援部会】

〇豊後大野市 災害時の支援体制について【在宅・当事者部会（成人の部）】
地域生活支援拠点について【在宅・当事者部会（児童の部）】

〇由布市 自立支援協議会の活性化【運営会議】

〇国東市 地域移行、地域定着を進めるための精神病院との連携【地域移行支援部会】

〇日出町 就労移行支援の利用促進【就労支援部会】

〇九重町

〇玖珠町

親なき後の問題、住環境の整備 【住むこと部会】
発達障がいの早期発見・早期療育 【地域生活支援部会】
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専門部会の状況

（H29.4.1現在）

南部

別府市 杵築市 国東市 姫島村 日出町 大分市 臼杵市 津久見市 由布市 佐伯市 竹田市 豊後大野市 日田市 九重町 玖珠町 中津市 豊後高田市 宇佐市

相
談

相談窓口
部会

相談支援
部会

サービス等利
用計画
部会

相談支援
部会

相談支援
部会

相談支援部会

就
労

就労支援
部会

就労支援
部会

日出町
就労支援
部会

就労支援
部会

就労部会
就労支援
部会

しごと支援
部会

就労支援
部会

就労支援
部会

就労部会
就労支援
部会

就労支援
部会

就労支援
部会

こ
ど
も

子ども支
援部会

子ども
部会

児童部会 児童部会
こども支援
部会

ことも支援
部会

在宅当事
者部会
【児童】

こども
部会

子ども
部会

療育教育
支援部会

地
域
生
活

地域生活
支援部会

地域生活
支援部会

生活支援
部会

地域生活
部会

地域環境
部会

くらし支援
部会

地域生活
支援部会
兼合同部会

地域生活
支援部会

在宅当事
者部会
【成人】

住むこと
部会

地域生活
支援部会

地域生活
支援部会

地域生活
支援部会

当事者
部会

条例制定
作業部会

地域移行
支援部会

差別解消
推進部会

権利擁護
虐待防止
部会

施設部会 課題抽出会議

自立支援協議会
運営会議

北部

そ
の
他

広報部会

子ども部会

くりえいたす

住むこと部会

相談部会

東部 中部 豊肥 西部
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発
達
障
が
い
児
・
家
族
支
援
体
制
強
化
事
業

①
発
達
障
が
い
対
応
力
向
上
研
修

④
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
療
育
相
談
機
能
強
化

②
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
養
成

③
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

現 状

・
発
達
障
が
い
を
診
断
で
き
る
医
師
の
不
足

・
身
近
な
地
域
に
発
達
障
が
い
に
対
応
で
き
る
医
師
が
少
な
い

・
発
達
障
が
い
に
対
す
る
理
解
不
足

・
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
が
わ
か
ら
な
い

・
家
族
は
周
囲
の
理
解
不
足
や
情
報
不
足
の
た
め
不
安
を
抱
え
て

い
る
・
身
近
な
場
所
に
相
談
で
き
る
場
所
や
人
が
少
な
い

・
特
定
の
医
療
機
関
に
予
約
が
集
中
し
診
療
待
ち
が
常
態
化

・
児
の
特
性
に
あ
っ
た
医
療
、
療
育
支
援
が
不
足
し
て
い
る

小
児
科
医
・
精
神
科
医
・
か
か
り
つ
け
医
等
を
対
象
に
、
発
達
障
が
い
の
相
談

や
診
療
に
応
じ
る
た
め
の
専
門
的
な
研
修
会
を
実
施
す
る
。

【
講
師
】
発
達
障
が
い
児
・
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
県
内
の
小
児
科
医
・

精
神
科
医
（
計
２
名
）が
国
の
行
う
指
導
者
養
成
研
修
を
受
講
し
、

県
内
医
師
に
対
し
研
修
を
行
う
。

【
対
象
者
】
県
内
の
小
児
科
医
・
精
神
科
医
・
か
か
り
つ
け
医

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
を
継
続
し
て
養
成
し
、
周
囲
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
ず

孤
立
し
が
ち
な
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
体
制
を
整
え
る
。

【
養
成
】
年
間

10
名
程
度
養
成
（
計

72
名
）

【
委
託
先
】
（
社
福
）
萌
葱
の
郷
（
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
イ
コ
ー
ル
）

子
育
て
に
難
し
さ
を
抱
え
る
保
護
者
に
対
し
て
、
発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深

め
、
関
わ
り
方
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
に
対
す
る
適
切
な
対
応
力
を
身
に
つ
け
る
。

【
対
象
】
３
歳
～
就
学
前
の
児
童
を
持
つ
保
護
者

【
事
業
内
容
】
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
７
日
×
３
回
／
障
害
福
祉
圏
域

【
委
託
先
】
障
害
福
祉
圏
域
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

長
期
間
に
わ
た
る
「
診
察
・
療
育
待
ち
」
緩
和
の
た
め
、
大
分
県
発
達
障
が
い

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
医
療
・
療
育
面
で
の
機
能
強
化
（
発
達
障
が
い
児
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
）
を
行
い
、
「
診
察
・
療
育
待
ち
」
に
あ
る
児
に
対
す

る
個
別
の
支
援
調
整
を
実
施
す
る
。

【
委
託
先
】
（
社
福
）
萌
葱
の
郷
（
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
イ
コ
ー
ル
）

【
実
施
内
容
】
発
達
障
が
い
児
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
発
達
障
が

い
が
疑
わ
れ
る
児
に
対
す
る
個
別
の
支
援
調
整
を
行
う
。

療
育
機
関 児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

か
か
り
つ
け
医

メ
ン
タ
ー

メ
ン
タ
ー
養
成
研
修

メ
ン
タ
ル

サ
ポ
ー
ト

養
成
研
修

受
講

指
導
者
養
成
研
修
機
関

発
達
障
が
い

研
修

か
か
り
つ
け
医
等

養
成

保
健
師

メ
ン
タ
ー

市
教
委

保
育
士

支
援

支
援

発
達
障
が
い
児
と
家
族

児
の
特
性
に
あ
っ
た
支
援
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【
平
成
３
０
年
度
：
シ
ス
テ
ム
改
修
】

４
．
自
動
償
還
払
の
導
入
に
向
け
た
準
備
と
導
入
効
果

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
に
対
し
、
医
療
費
の
一
部
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
。

○
実
施
主
体
市
町
村
※
自
己
負
担
分
（
３
割
）
を
、
償
還
払
い
に
よ
り
受
診
者
へ
毎
月
交
付

○
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級

②
療
育
手
帳
Ａ
又
は
同
程
度
（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
IQ
5
0
以
下
）

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

○
負
担
割
合
県
1
/
2
、
市
町
村
1
/
2
（
但
し
中
核
市
は
県
1
/
4
、
市
3
/
4
）

（
金
額
：
千
円
）

１
．
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
給
付
事
業
と
は

【
現
状
】

○
償
還
払
い
の
た
め
、
受
診
後
の
障
が
い
者
は
、
市
町
村
に
毎
月
の
請
求
手
続
き
が
必
要

※
県
内
対
象
者
２
．
７
万
人
、
年
間
申
請
件
数
約
４
７
．
７
万
件
（
2
8
年
度
実
績
）

【
課
題
】

○
毎
月
の
請
求
手
続
き
は
、
障
が
い
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
（
平
成
１
２
年
度
～
）
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
（
平
成
２
４
年
度
～
）

と
も
現
物
給
付
の
た
め
、
障
が
い
者
と
の
不
均
衡
が
顕
著
（
潜
在
的
に
改
善
要
望
あ
り
）

○
現
物
給
付
を
導
入
す
る
と
、
市
町
村
に
対
し
て
、
約
８
億
円
の
国
庫
負
担
金
の
減
額
あ
り

【
九
州
各
県
の
状
況
】

・
現

物
給

付
…

 
福
岡

県

・
自

動
償

還
払

…
 
な

し
※

沖
縄

県
：

H
3
0
.
8
～

沖
縄

市
か

ら
順

次
、

移
行

予
定

・
償

還
払

…
 
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
(２
市
の
み
現
物
給
付
)、
大
分
県
、

宮
崎
県
（
入
院
の
み
現
物
給
付
）
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄
県

２
．
現
状
と
課
題 諸
課
題
解
決
の
た
め
、
自
動
償
還
払
の
導
入
を
検
討

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
給
付
事
業
に
お
け
る
自
動
償
還
払
い
の
導
入

【償
還
払
】
個
人
申
請
か
ら
市
町
村
で
電
子
デ
ー
タ
化
し
、
会
計
処
理

【自
動
償
還
払
】
医
療
機
関
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
会
計
処
理

３
．
償
還
払
と
自
動
償
還
払
の
事
務
の
流
れ

障
が
い
者

（
領
収
書
等
）

市
町
村

（
電
子
デ
ー
タ
化
し
、
チ
ェ
ッ
ク
後
に
給
付
）

医
療
機
関

（
デ
ー
タ
化
）

国
保
連

（
と
り
ま
と
め
）

市
町
村

（
チ
ェ
ッ
ク
後
に
給
付
）

各
市
町
村
、
県
国
保
連
、
医
療
機
関
の
電
算
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
か
ら
自
動

償
還
払
い
用
の
デ
ー
タ
を
作
成
・
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
者
の
請
求
手
続
き
を
不
要
と
す
る

市
町
村
が
負
担

自
動
償
還
払
い
移
行
後
の
事
務
手
数
料

で
加
味
し
、
複
数
年
度
を
か
け
て
負
担

市
町
村
と
県
で
負
担

（
市
町
村
へ
の
県
費
補
助
）

医
療
機
関
等

国
保
連
合
会

市
町
村

○
受
給
障
が
い
者
の
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
（
申
請
で
の
来
庁
不
要
）

○
市
町
村
の
窓
口
対
応
、
処
理
事
務
の
軽
減
と
適
正
な
助
成
給
付

【
知
事
】
平
成
３
１
年
度
中
に
県
内
全
市
町
村
で
一
斉
導
入
し
た
い
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平
成
２
９
年
１
２
月
６
日
（
水
）
朝
刊

（
大
分
合
同
新
聞
）

（
朝
日
新
聞
）

◎
障
害
者
医
療
助
成
に
自
動
償
還
＝
大
分
県
（２
０
１
７
年
１
２
月
２
５
日
／
官
庁
速
報
）

大
分
県
は
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
が
還
付
申
請
す
る
必
要
の
な
い
「
自
動
償
還
払
い
」を

導
入
す
る
市
町
村
を
支
援
す
る
方
針
を
決
め
た
。
シ
ス
テ
ム
改
修
や
制
度
周
知
を
県
が
主
導
し
、
２
０
１
９
年
度
中
に
全
市
町
村
で
の
自
動

償
還
払
い
開
始
を
目
指
す
。

県
と
市
町
村
に
よ
る
現
行
の
助
成
制
度
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
医
療
機
関
で
支
払
い
、
後
日
役
所
に
申
請

す
る
と
還
付
さ
れ
る
方
式
。
１
６
年
度
実
績
で
県
内
助
成
総
額
は
約
２
４
億
円
だ
っ
た
。
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
必
要
な
い
窓
口
無
料
方
式

を
導
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
が
約
８
億
円
減
額
さ
れ
る
た
め
財
政
を
圧
迫
す
る
。
そ
こ
で
、
役
所
に
出
向

か
な
く
て
も
支
払
っ
た
医
療
費
が
指
定
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
自
動
償
還
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
向
上
と
財
政
負
担
回
避
を
両
立

さ
せ
る
。

県
は
迅
速
な
制
度
移
行
を
促
す
た
め
市
町
村
に
対
し
、
医
療
機
関
か
ら
受
診
デ
ー
タ
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
助
成
を
検
討
。
関
連

費
用
を
１
８
年
度
当
初
予
算
案
に
盛
り
込
む
。
各
医
療
機
関
へ
の
説
明
や
利
用
者
向
け
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
受
給
者
証
の
作
成
な
ど
も
県
内

統
一
し
て
行
う
予
定
と
い
う
。
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①
障
が
い
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
【
継
続
】

③
就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
に
対
す
る
支
援

④
就
労
移
行
支
援
事
業
所
か
ら
の
就
労
促
進

既
利
用
者
3
0
名

利
用
者
＋
1
0
名

定
員
増
加
に
よ
り
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る

４
０
名
（
障
が
い
者
）
＋
６
名
（
事
業
所
従
業
員
）

＝
４
６
名
法
定
雇
用
の
対
象
法
人

障
が
い
者
雇
用
率
の
向
上

②
採
用
企
業
に
対
す
る
支
援

サ
ポ
ー
ト

福
祉
的
就
労
事
業
所
等

一
般
企
業

（
全
業
種
）

法
定
雇
用

新
規
対
象

企
業
な
ど

○
対

象
：
障
が
い
者
の
相
談
、
作
業
指
導
の
役
割
を
担
う
職
場
指
導
員

を
設
置
す
る
精
神
障
が
い
者
及
び
知
的
障
が
い
者
を
新
規
雇

用
す
る
企
業

○
奨
励
金

：
２
万
円
／
月
（
２
年
間
）

○
奨
励
金
支
給
条
件

・
国
「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
の
申
請
済
で
あ
る
こ
と

・
県
実
施
の
「
職
場
指
導
員
養
成
研
修
」
を
受
講
済
で
あ
る
こ
と

【
新
】
精
神
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
職
場
指
導
員
設
置
企
業
へ
の
奨
励
金

○
取
組
内
容
：
新
た
な
障
が
い
者
雇
用
に
向
け
た
企
業
訪
問

福
祉
的
就
労
事
業
所
等
で
の
人
材
の
掘
り
起
こ
し

○
重
点
訪
問
：
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ
に
伴
う
新
規
対
象
企
業

（
労
働
者
４
６
人
以
上
５
０
人
未
満
の
企
業
）

法
定
雇
用
率
未
達
の
大
企
業
・
医
療
法
人
等

訪
問
・
相
談

障
が
い
者
雇
用

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
６
名
）

【
新
】
設
備
導
入
・
法
人
合
併
に
よ
る
定
員
拡
大
事
業
者
へ
の
補
助

送
迎
バ
ス
等

○
取
組
内
容
：
利
用
者
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
行
う
Ａ
型
事
業
所
へ
の
補
助

・
大
規
模
な
生
産
設
備
の
導
入

・
合
併
の
契
約
締
結
に
必
要
な
経
費

（
税
理
士
・
司
法
書
士
報
酬
、
合
併
に
伴
う
作
業
所
改
築
等
）

○
補
助
率
等
：
補
助
率
１
／
２
補
助
限
度
額
２
，
５
０
０
千
円

【
新
】
一
般
就
労
の
促
進
に
向
け
た
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
支
援

○
取
組
目
的
：
一
般
就
労
の
促
進
に
向
け
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
支
援
員
の

人
材
育
成
と
、
利
用
者
本
人
の
就
労
意
欲
の
向
上
を
図
る

○
取
組
内
容
：
①
就
労
移
行
研
修
会
の
実
施
（
支
援
員
向
け
）

・
一
般
就
労
の
促
進
に
向
け
た
県
内
好
事
例
の
横
展
開

②
障
が
い
者
雇
用
現
場
見
学
会
の
実
施
（利
用
者
向
け
）

・
障
が
い
者
の
働
く
現
場
見
学
に
よ
る
就
労
意
欲
の
向
上

見
学
会

平
成
３
０
年
度
障
が
い
者
就
労
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
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４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

自
立
支
援
協
議
会

第
１
回
協
議

会
第
２
回
協
議

会

市
町
村
担
当
者
会
議

市
町
村
担

当
者
会
議

相
談
支
援
・
研
修
部
会

第
１
回
部
会

第
２
回
部
会

地
域
移
行
専
門
部
会

第
１
回
部
会

第
２
回
部
会

精
神
障
が
い
者

地
域
移
行
ワ
ー
キ
ン
グ

第
１
回
ワ
ー

キ
ン
グ

第
２
回
ワ
ー

キ
ン
グ

第
３
回
ワ
ー

キ
ン
グ

第
４
回
ワ
ー

キ
ン
グ

参
考
〈
平
成
2
9
年
度
の
取
組
内
容
〉

自
立
支
援
協
議
会

　
　
大
分
県
障
が
い
福
祉
計
画
、
市
町
村
の
課
題
等
の
検
討

相
談
支
援
・
研
修
部
会

　
　
自
立
支
援
協
議
会
相
談
部
会
の
活
性
化
、
相
談
支
援
専
門
員
の
人
材
育
成

地
域
移
行
専
門
部
会

　
　
大
分
県
障
が
い
福
祉
計
画
、
地
域
移
行
に
関
す
る
課
題
把
握
、
支
援
策
の
検
討

精
神
障
が
い
者
地
域
移

行
ワ
ー
キ
ン
グ

　
　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、
研
修
の
企
画
等

平
成
３
０
年

平
成
３
１
年

平
成
２
９
年
度

平
成
３
０
年
度
自
立
支
援
協
議
会
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

圏
域
会
議
の
開
催
（
６
圏
域
）
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